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研究ノート

保育ࢬઅにおけるコロナ感染対策と音楽表現活動

神 原 雅 之 � � 岡 林 典 子
（児童学科教授） � � � � （児童学科教授）� � �

ここでは保育ࢬઅのコロナ感染対策の状況や，その中で音楽活動はどのように行われているか実態を明らかに
するために調査を行った。その結果，各園では，ᶅ換気，消毒，手洗い，３密回避などの対策をࡀられている，
ᶆ֕�～�歳児はマスク着用無し，�～�歳児は場面に応じて柔軟に対応されている，ᶇ表現活動は減少ܑに
ある。特に，歌唱や鍵盤ハーモニカの活動の減少が著しい，ᶈ発表会は時短，入場制限，時差等を講じて催され
ている。これらを基に，保育者養成の音楽教育に示ࠨされることについて考察した。

Ϋーϭーχ：コロナ感染，幼児，音楽表現，実態調査，保育者養成

���� 年ॵಆからֆ的に流行し࢟めたコロナ感染は，
私たちの日生活に大きなӪڻをもたらしている。流行
当ॵは，コロナに感染しないためにどのような対策を講
じたらよいのか報がިࡪした。様ʓな報道を通じて，
感染対策の基本的報（３密の回避，マスク着用など）
がਕʓの間にڠ有されるようになった。現ࡑは第 � ഀ
の࠹中である。私たちはঅʓにΤΡズコロナの生活に馴
染んできた。ここにࢺるἮにはϭクοンの開発・ંझが
ਃಃし，当ॵの҈な状況はրવされてきている。
コロナ禍は教育活動にも大きなӪڻを及·している。

特に，音楽実技指導のӪڻは大きい。音楽会は中ࢯさ
れ，合唱や楽などの活動はࣙख़を༪ٓなくされた。
３密回避，マスク着用などによって実࣯的な教育活動が
できない状況に直面した。
そこでクローズアッϕされたのがオンラインを用い

た方ܗ遠隔授業である。このझの報告はコロナ感染
以にもみられた（深見ほか����）が，����年度以߳
その਼はଁ加ܑにある。コロナ禍の音楽指導について
֕؏し，弾き歌いの指導を遠隔で実践した報告など先行
研究は多い（石川����ʂ葛西����）。筆者らも�������
年度に取り組んだ遠隔授業について報告した（神原・岡
林ほか����）。
さて，コロナ禍は保育ࢬઅも無ԓではない。その実

を報じた論文はشつかあるが，コロナ禍の中で幼児の表
現活動がどのように実践されているかという報告はາ
だない。そこで本稿では，コロナ禍における幼児の音楽
活動の実態についてѴすることを試みた。このѴを
通して，保育者養成の音楽教育について考える一助とし
たい。

���� 年ॵಆからֆ的に流行し࢟めた新ܗコロナΤ
イϩスのӪڻは，大学教育の授業形態を大きくรえるき
っかけとなった。コロナ禍にい，養成機関における音
楽や表現に関する対面授業は，オンラインでの実ࢬや対
面授業とのハイϔリッχでの形態を༪ٓなくされ，担当
教ҽは様ʓに授業内容や方法のを試みている。ここ
では，そうした取り組みからみえてくる実践の成果や限
ֆについてफ़΄る。
山田・横田������は，造形・音楽・身体表現を連携さ

せた総合表現の授業に取り組んでいる。コロナ禍での授
業形態のとして，グϩーϕごとに表現作に取り組
み，スマートϓΧンでࡳӪした動画をオンラインでؓৈ
するという方法を試みている。山田らは，グϩーϕ表現
の発表を動画फによって行うことについて，遠ۛ法を
使ったࡳӪやτロッϕのૢ入など動画作成のはみ
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られるが，カϟラの画面にけての表現発表では対面
で発表することにർ΄て表現がঘさくなったことや，リ
ズムや動きのಋ期など対面の場合に生まれる発表者と
つことがೋしいことを指ఢしてい࣍聴者の一体感をࢻ
る。
また，和田・田中������は，これまで����年度・����

年度に「」と「音」に着目した総合表現の授業を試み
ていたが，音楽活動に制限が生じたコロナ禍の����年
度においては，授業τーマの「」の部分を「リズム」
にรߍして，クラッピング（ハンχクラッピング，Ϛデ
Ρクラッピング，ଏ踏みを取りࠠͧる）によるグϩーϕ
活動を実践している。授業形態は対面授業とオンデマン
χ授業を合わせたハイϔリッχで，受講生��名を担当
者 � 名で � クラスに分けて対面ਕ਼を減らすや，
対面での発表会の動画をオンデマンχでؓৈするとい
うもなされた。実践後，和田らは，「ࣙ༟に動くこ
と，をड़すこと，身体ંৰ，道具のڠ用が制限される
感染防ࢯ状況下で，クラッピングは，言ޢ表現活動と音
楽表現活動を連携させた授業実践の可能性をもつ表
現手ஊとなったといえる。新たな表現手法とその可能性
をஎる機会となったこと」に意ٝを見ड़している。また，
オンデマンχによるؓৈを行ったことについて「ࣙ分の
グϩーϕの発表をٮ؏的な目で見，他のグϩーϕの発表
とলらし合わせて，見るਕが楽しめる表現のあり方を考
えることができた。」「対面授業では見ることのできなか
ったもう一方のクラスの発表画を見ることで，表現の
方が多様にあることをஎった。」など，コロナ禍での
授業形態のรߍによってもたらされた学生の学びにつ
いて言及している。
しかし，一方では，ۯ間の使い方，表現のୄ形，の

使用について，実践の限ֆがあったことも指ఢしている。
例えば，ਜ਼時であれば動きながら効果的にۯ間をཤ用
したり，多様なୄ形で表現したりしたであろうが，感染
防ࢯを意ࣟした結果，そのような表現がなされなかった
ことや，感染防ࢯのためをड़すことがጪられる状況下
であるため，࿇習においていろいろな音߶のを心き
なく発する表現活動にはならないことなど，コロナ禍の
教材として限ֆがあったこともめている。
また，岡野・平田（����）は遠隔授業となったピアノ

ਕレッスンについて，学生の多くが対面授業をんでݺ
いることを理մした上で，学生のアンケートよりಚた
遠隔授業のϟリットとして「レッスン時間のάリάリま

で࿇習できること」「श྅後もす͛に࿇習に取りかかれ
ること」などをڏげている。一方で，「ుഀがѳい」「音
と画がͥれる」「先生の手の動きがわからない」など，
遠隔レッスンにはデϟリットが大きいことを指ఢして
いる。
以上の取り組みからは，遠隔授業のϟリットとデϟリ

ットの方がめられるが，コロナ禍のशଋがまだ見通
せない中での養成機関の授業は，それらのϟリット，デ
ϟリットを理մしながらも，କけて授業方法と内容を
する必要があろう。

筆者らは，コロナ禍において園生活でࣙ༟なことや，
コロナ流行には見られなかった園児のࢡなどを教え
て頂くことを目的として，幼稚園をした（���� 年
� ݆ �� 日ޗ後，京都市の私立 . 幼稚園）。おをӒっ
たのは6क教།であった。その結果を表１にషめた。

マスク：࣪ 内ではマスクを着用している。ރ外では
マスクは外している。マスク着用は保ޤ者の意も
Ӓいながら対応している。マスクは೦中のリスク
もある。現ࡑは（感染状況をみて）ৱ事以外はマスク
を着けるようにしている。
歌唱：参で歌を歌うときには「ঘさなで」「༑

しいで」とをかけている。園児は大きなで歌
いたくなるようだが。マスクは表が見えない，
の動きが見えない（マΤスεーϩχも使ってみたが
馴染まない），言葉がఽわりにくい。これは೨なこ
と。現ࡑは場面に応じてマスクの୦着を考えてもྒྷ
いのではないかとࢧう。
発表会：コロナ流行当ॵ（����年）は歌唱を߉え

た。لઇの歌も歌わなかった。音楽会で歌はࢯめ，合
のみとした。コロナの状況を؏て，����年݆̐の
発表会では歌も合も取り組んだ。ୈ上では一ਕ
ͽとりの立ちҒをしてดんだ（スτーζ上に߶
いஊ，ఁいஊなどをઅけて上下ࠪӊにړをとって
ดんだ）。以はસ園児合ಋで実ࢬしていたが，密を
回避するために学年พで実ࢬした（時間ଵをรえて
開催，保ޤ者入れえ）。マスクばかりのࣺਇしか
らないのはい。そこで（合の時）本൬にマス
クを外した。歌あそびはマスク着用。スτーζをୂ
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場するとき一ਕͥつࣙ分の名などを言う機会があ
る。その時はマスクを外してすようにした。マイ
クを६ඍし，園児のঘさなをलうようにした（マ
イクの消毒はその都度実ࢬ）。���� 年の学園સ体行
事では，歌はやめて合で参加した。園児の歌いた
いという気࣍ちを受けࢯめながら対応している。

6教།のおの中では����年 �݆に開催された音楽
会のӫもࢻ聴させて頂いた。園児の歌は৵びやかで
活気にຮちていた。感染対策としてࡀられた様ʓな
（マスク୦着，３密回避，ดび方，マイクの६ඍなど）
もഊ見することができた。
ここで教示して頂いた内容を基ેにして，次ߴでफ़΄

るアンケート調査の६ඍを進めた。

コロナ禍の中，保育ࢬઅにおいてはどのよ
うな対策をࡀられているのだろうか。そして音楽表現活
動の状況をѴするためにアンケート調査を実ࢬした。

時期ʂ����年 ��݆中२～��݆ॵ२
対ে：京都市内の幼稚園（��園）及び保育園（��園）

計 �� 園。この内，回਼は �� 園（回फི ����ˍ）で
あった。
手କき：予め作成したアンケート用ࢶ（$̒൝ � ທ）

を༥ૻし，༁ � ु間後をめどにศૻして頂くようにғ
བした。

アンケートに回して頂いた園およびクラスのਕ਼

を表̐に示した。この表から，回者は̓歳児クラス
担によるى入が多いことがわかる。

クラス 園਼ 平ۋਕ਼
�歳児 �� ����
� 歳児 � ����
� 歳児 � ����
� 歳児 � ����
� 歳児 � ����

ҡ年ྺࠠ合 � 無ى入
無ى入 �� 無ى入
計 ��

各園のコロナ感染対策をみてみよう。感染対策を
「行っている」園は��園（��ˍ），無ى入が１園であ
った。つまり，ほ·સ園で取り組まれていた。そこで
具体的な対策についてਚた。その結果をਦ１に示
す。
ਦ�にܟげたߴ目について，各園では，総じて߶い

ׄ合で感染対策に取り組まれている。この中で「３密
回避（��ˍ）」「うがい（��ˍ）」のがఁい。このഐ
われる。ここでࣙ༟ࢧには様ʓな事があるようにܢ
面のࢶ）फ़をみてみよう。その結果を表３にషめたى
都合上，॑した回は集༁した）。この表から，各園
で「消毒」「ݗԻ」「換気」そして「３密回避」に努め
ておられることがわかる。

��

��

��

��

��

��

��

Իݗ

手洗い

うがい

３密回避

やҞ子消毒ط

࣪内のੜૡ

マスク着用
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ʴৱ事中ʵ
˙ϘーϏータオϩの使用
˙ৱ事中のϏーτーεϥンઅ
˙ৱ（保育者は園児と一ॻにৱ΄ない）
˙ৱ事やޗਯの園児のҒのى�ཇ性者がड़た時
に厚ંৰ者を特ఈするため）
˙ৱ事，ޗਯ等はຘ日ಋじ場ॶにし，感染拡大防ࢯ
や感染発ְ時の対応にඍえている
˙ৱはಋじ方をいて着席，ਕ਼をൔ分に分け
ている。時間のى入をしている
˙うがいはඊびࢆらないように静かに行う。感染拡
大の時はうがい中ࢯ
˙子どもの席にړを取る，ط一ୈに幼児 � 名でϏ
ーτーεϥンをし，ಋじ方で着席
ʴ消毒ʵ
˙保ޤ者が園内に入るに消毒，ݗԻをして頂き，
子どもは入࣪に消毒をしている
˙トイレなどの子ども達がৰれるॶの消毒（ノロΤ
イϩス防ࢯもめて）
具をఈ期的に消毒؟˙
˙手指消毒はアϩコーϩがξϟなിの子に使う性
ਭと使い分けしている
˙のり，ハγϝなどはす΄てݺਕ࣍ちにりรえた
˙おもちΎの消毒はຘ日実ࢬ。保育後に部Բ，ロッ
カー，൸等す΄て消毒。配時，৮ҽは手ୀ。園ώス
は幼児が߳りるたびに座席の消毒など
˙コロナだけでなく，インϓϩΦンδ等の感染予防
としてζアイーノをઅしている
ʴݗԻʵ
ࢬԻはՊఋで実ݗ˙

察表を作成し，ຘड़して؏߃Ի（以は健ݗ˙
もらっていた）は，アϕリをཤ用し，ຘの体Իをى
入してもらっている
Իはスタンχタイϕのものをઅ（に立てばݗ˙
平೦か൳かを察எしてランϕが఼໕）
˙保ޤ者の方にも健߃؏察表を配ාし，行事当日
�日間ݗԻし，ى入し，当日その表を࣍参してもらう
˙入࣪時にݗԻ
ʴ換気ʵ
気ੜ機，ખ෫機をઅし，に換気ۯ˙
˙保育࣪，ώスなどは૯を開け，換気は十分に行っ
ている
˙૯をあける，換気ખをつけるなどでًをする
ʴ保育活動ʵ
˙ࣙ༟な場ॶで歌ったりֈ本をみたりしていたの
を，にҞ子に座り，一ఈ方をいて一ఈのړ
をとる形にしている
˙年ྺごとに活動，ҡ年ྺが集まらない，༨の合
ಋ保育は密にならない
˙ҡ年ྺのި流を߉える。ૻܶは � Պଔ � 名（ঘ学
生等のܓも߉えてもらっている）
˙合ಋ参時は間隔をあけて座る
˙ৱ事の時に感染リスクが߶い。かい合って楽し
くৱ事タイムということがड़པないことがとても
೨です。ৱはさすがにड़པません
˙子ども一ਕͽとりの間隔を十分にとり，歌う・ཅ
る・リズム༣びなどの活動をしている

幼児のマスク着用はどのように指導されているのだ
ろうか。その結果をਦ̐と表̒に示した。

�

��

��

��

��

��

��

��

にマスクを着用するように指導

保育の場面に応じてマスクを着用するように指導

外༣びの場面ではマスクの着用はしていない

マスクの着用はさせていない

はい いいえ
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˙�～�歳児はマスク着用無し，�～�歳児も基本的に
マスク着用をשめていない（保ޤ者のஇに一），
マスクの着用は৮ҽのみ
˙� 歳以上はマスクを着用（外༣びではマスクをし
ない），�歳以下はマスクをしない
˙園外ड़る時にマスクを着用する
˙マスクは৮ҽのみ時着用。園児はౌ߳園時と֑
のड़ている子だけマスクを着用している
˙マスクは流行時やクッΫング等，時と場合によっ
て着用
˙�歳児 �歳児はマスク着用していない，�歳以上は
保ޤ者のஇ
˙ܻしいӣ動時は外すようにしている
˙���� 年度ॡࠔまではマスクを着用するよう指導

していたが，その後は意としている
˙ౌ園時やώスऄ時など，ਕが集まる場でマスク
着用を֮している
˙࣪内においてもリズム༣びの時は着用しない
（̇ॷい時期の）外༣びではマスクを外し，ྍ しくな

れば着用している

１～�歳児ではマスク着用を求めない園がຈどであ
った。�～�歳児も場面に応じて着用の有無をஇされ
ている。無理のない柔軟な対応を模索されていること
がわかる。

音楽活動のӪڻについてみてみよう。コロナ感染
は「音楽的な活動にӪڻを及·していると感じられて
いるか」をਚた。その結果をਦ���に示した。

ਦ ��� に示されているように，༁ � ׄの保育者がコ
ロナのӪڻを感じておられる。そこで，「感じている（̓
఼）」から「まったく感じていない（１఼）」までの̓ஊ
Ճを求めた。その結果，平ۋ����（1 ��，6' ����）
であった。このは，保育者がコロナのӪڻをکく感じ
られていることをཬけている。
保育者の注意はՁに注がれているのか明らかにする

ために，ࣙ༟ىफ़の文হを基にしてϤーδーローカϩ
$, τΫストマイニングによる分ੵ（ KWWSV�ʙʙ
WH[WPLQLQJ�XVHUORFDO�MSʙ ）を行った。その結果をਦ��
�に示した。このਦから，保育者の注意は，「うたう」活
動と「鍵盤ハーモニカ」の活動にけられていることが
わかる。ここには，マスク着用による歌いೋさやඊວ感
染リスクに対するݔ೨があるようにࢧわれる。

��

��

��

�� �

感じている
とても感じている
どちらでもない
感じていない
まったく感じていない
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表現活動のළ度についてਚた。ここでも「とても
ଁえた（఼̓）」から「とても減った（１఼）」の̓ஊ
Ճを求めた。その結果をਦ̒に示した。ここにܟ

げた活動は，いͥれも�఼よりఁい。つまり，感染拡
大によって音楽活動は減少，特に「歌う」活動の減少
が著しいことがわかる。

表̓は，歌唱と鍵盤ハーモニカの活動についてىさ
れたࣙ༟ىफ़を要༁したものである（ಋझの意見は集
༁した）。各園でࡀられた具体的な様子をஎることがで
きる。

ʴ鍵盤ハーモニカʵ
˙鍵盤ハーモニカや歌唱はマスクをはͥして活動し
ている

）に�ਕͥつ座っていたॶを�ਕֽけにしたط˙
かい合うのをやめて一ఈ方をいて座る）
˙感染状況により少しͥつ活動内容をรえていっ
た。ॵ期のࠔは歌唱や鍵盤ハーモニカの活動を中ࢯ
した。これは子どもたちの成ௗにӪڻを༫えてしま
ったようにࢧう
˙鍵盤ハーモニカをくਕ਼をൔ਼にし，それをި
に行っている。鍵盤ハーモニカのϏイϕはその都ޕ
度子どもࣙ身で洗いףかしている

�����

�����

�����

�����

歌う活動

合などの活動

リズム༣びやリトϝック

手༣び
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˙鍵盤ハーモニカの活動時間を��分間に短縮。鍵
盤ハーモニカは�～�歳児対ে，以は本体をڠ有
（ϙースはݺਕ࣍ち）していたが，いまは本体・ϙ
ースڠにݺਕ࣍ちにしている
˙鍵盤ハーモニカは使用しない。ۑやϗϩを使用
して音あそびを行った
ʴ歌唱ʵ
˙歌を制限されている時は，手あそびなどをたくさ
ん取り入れるようにした
˙現ࡑ（����年व）は音楽活動も換気などの対策
をしながら通通りに行なっている
ۄ年はコロナがະԈ中だったのでଖ園ࣞで歌うࡤ˙
਼を減し，歌うときはマスクを着用した
˙子どもはٷݼ機能がາज़な上，೦中の心配等も
ある。言葉の発をするबҕの大ਕがしっかり幼

児のをซき取るために幼児はマスクを要とした
˙歌う活動はࡤ年度までは߉えていた，令和�年は
合唱を行う予ఈ

発表会はどのように催されたのだろうか。まͥ，回
者સ体に「発表会の開催にӪڻがあったか」ਚ
た。फ़ಋ様，「とてもӪڻした（఼̓）」から「まっ
たくӪڻしなかった（１఼）」の̓ஊՃをى入して
頂いた。その結果，平ۋ����（���6 1'ʻ����）であ
った。これは多くの園でコロナのӪڻをکく感じられ
ていることをཬけている。
発表会開催にう具体的な対応策についてਚた。

その結果をਦ̓に示した。表̔にはࣙ༟ىफ़にىされ
た各園の取り組みをషめた。

˙参؏の保ޤ者の入場者਼を制限した（ࡤ年までは
１Պଔ�ਕ，今年は�～�ਕ程度）
˙����年度は開催せͥ，ϑデオࡳӫをして保ޤ者
に؏て頂いた
˙歌や合時のดび方は後ࠪӊの間隔を߁くとり
密にならないようにした

年は発表会直にコロナཇ性者がおられたのでࡤ˙
動画で؏ていただいた
˙参؏保ޤ者のマスク着用，消毒をした
で開催し，'9'を配ාٮ؏年のӣ動会は無ࡤ˙
˙行事はこどもの成ௗの一つのઇ目とଌえ，できる
だけして開催する方で考えている
˙年ௗの発表（リハーγϩ）を年少が見学する等の
クラスި流が減ったので，ޕいのఽえ合い（技ढ़面
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発表会は開催しなかった

発表会はクラスพɼ学年พに開催した

開催時間を短縮した

歌う活動は߉えた

楽حを用いる活動は߉えた

集の活動は߉えた

動画のࢻ聴を用いた

参؏の保ޤ者の入場਼を制限した
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や気࣍ち，取り組み方など）の機会が無くなるのは
ྒྷくない。今年度は年ௗ�クラスʶ年少�クラスの
ようにޕいの発表を؏る機会を作っている
˙������� 年度は行事の時に園児と大ਕ（保ޤ者）
のંৰが少なくなるよう入࣪やୂ࣪の導તを
˙����年度の࣪内行事はਕ਼制限し，ӣ動会は時
間短縮し，ৱ事無しで実ࢬした
˙ӣ動会や作ఴ，Ոࡉりなどの行事を学年พ，時
間差で催した
˙ॊཔのՈࡉりではࡑ園児と保ޤ者そしてஏҮの子
やଖ園児をডいているが，今年はࡑ園児と保ޤ者
（子ども�ਕにつき保ޤ者１名）に限ఈし，学年ご
とに時間をͥらせて催した
˙સクラス集まっての行事はやめて，クラスごとに
৮ҽがまわるなど。ஂ生会も各クラスで。ஂ生
日にはஂ生時だと分かるϭッϘンをつけ，クラス外
からもおॗいの言葉をかけてもらえるようにした

感染対策に関して各園のやࢧいをࣙ༟にىफ़し
て頂いた。それをϤーδーローカϩ$,τΫストマイ
ニング（KWWSV�ʙʙWH[WPLQLQJ�XVHUORFDO�MSʙ）を用いて
分ੵした。ਦ̔はその結果である。このਦから「消
毒」「ݗԻ」「鍵盤ハーモニカ」などの予防対策に注意
が注がれていることがわかる。ࣙ༟ىफ़には，コロナ
禍に対する各園のکいࢧいも多くࡎىされていた。そ

れを表̕にషめた。ここにはコロナ禍の中で子どもた
ちにとってՁが࠹વなのかਇ伪に模索されている様子
がӒわれる。

˙感染予防に神経࣯になりす͙ない。以から手洗
いやうがいがきちんとできるようにしている
˙コロナに対してѳいイϟーζがつくと感染した時
や感染者に対しての言動につながってしまうڬれが
ある。心の対策が大だとࢧう
˙ֈ本等でコロナについて子ども達にఽえるように
した
˙子どもはマスクを上手に着けることができる。習
慣Կすると服を着るのとಋじである
えている（結果的にৱ事時間の߉ৱ中の会はڇ˙
短縮にもなっている）
˙子ども達には可能な限りコロナ以とಋじような
経験をさせてあげたいとࢧう。ڧをえて取り組
めるように努めている（学年พで行う，保育࣪等の
消毒）
˙コロナ感染対策に取り組みながらも子どものため
にできることを考えている。コロナ以のようには
できないがɼ形をรえながら取り組んでいる（時間
短縮，外でリトϝックなど）
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本稿では，コロナ禍における保育現場の対応と音楽表
現活動の実態を明らかにするためにアンケート調査を
行った。その結果，次のようなことがわかった。
・コロナ感染対策として，各園では換気，消毒，手洗

い，３密回避などの予防対策に努めておられる。座席間
隔や対面にならない座り方などにも配慮されている。
・�～�歳児はマスクの着用を求めない。�～�歳児は

場面に応じて柔軟に対応されている。
・表現活動は総じて減少している。特に，歌唱や鍵盤

ハーモニカの減少が著しい。
・発表会等の行事は，時間短縮，入場制限，時差開催

などの対策を講じて催されている。
このような実態を踏まえて，保育者養成機関ではどの

ような対応が求められるのか考えてみたい。私たちは，
今回のコロナ感染拡大を体験し，新しい生活習慣に馴染
んできた。そして３密回避やマスク着用などの対策が有
効であることを学んだ。今回の調査でも，各園でこれら
の基本的対策を実行し，感染状況をみながら柔軟に対応
されていた。しかし，その中で表現活動が十分に行えな
い現実も浮き彫りとなった。私たちはこの状況を克服す
るために，感染対策を講じながらもその中で可能な表現
活動の方法を考える必要性に直面している。幼児期には
他者との多様なかかわりを通して表現する楽しさを味
わうことが求められている。例えば，他者と目を合わせ
たり，身体の動きを用いたりして，音を注意深く聴く活
動などはその一例となるだろう。今後は，感染対策と表
現活動を両立しながらも，幼児が無理なく参加できる具
体的な表現活動のあり方について模索していきたい。

岡野七恵・平田道子������「コロナ禍における授業形態
の一考察－「音楽Ⅱ」の授業での取り組み－」『国際研
究論叢』�����，SS��������

山田悠莉・横田典子・滝沢ほだか������「造形，音楽，

身体表現を連携させた保育内容『表現』の授業研究⑨：
動画を使った表現の可能性」，『日本保育学会第 �� 回
大会発表論文集』，SS��������

和田 幸子・田中 慈子������「コロナ禍におけるクラッ
ピング活動の教材性：リズムと言葉に着目した総合表
現の授業実践を通して」，関西楽理研究会編『関西楽
理研究』����，SS�������

石川眞佐江（����）「&29,'���� 流行下におけるオンラ
イン音楽実技指導の実際と課題」，『静岡大学教育学部
研究報告（教科教育学篇）』第��号，SS��������
葛西健治（����）「子どもの歌のピアノ弾き歌い指導に
おけるオンラインレッスンの試み：コロナ禍の授業実
践における成果と課題」，『こども教育宝仙大学紀要』
第��巻，SS�����
神原雅之・岡林典子ほか（����）「保育者養成課程にお
ける音楽教育方法に関する研究�コロナ禍における「児
童音楽 ,」の授業を中心に」，『京都女子大学発達教育
学部紀要』第��号，SS��������
深見友紀子・中平勝子・赤羽美希（����）「ピアノ弾き
歌いにおける遠隔・非対面指導の効果と課題」，『京都
女子大学発達教育学部紀要』第�号，SS������

アンケート調査では，京都市内の幼稚園・保育園・
こども園のご協力を賜った。また，聴き取り調査では.
幼稚園の新庄先生にご教示を頂いた。調査データの集計
作業では，本学児童学科学生３名の協力を頂いた。この
場を借りて厚く御礼を申し上げたい。

本研究は，京都女子大学 令和�年度研究経費助
成を受けている。
本稿の構成及び考察については神原が中心となって

進めた。執筆は１を岡林が，それ以外を神原が担当した。




